
2023（令和５）年度　学校推薦型選抜入学試験問題

基礎学力テスト
（時間 ６０分）

【１】　試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いてはいけません。
【２】�　受験票及び机上の受験番号シールに印刷された受験番号及び氏名が間違っていれば、速や

かに監督者に知らせなさい。
【３】　この問題冊子は、本文が 34 ページあります。
【３】�　問題冊子の印刷が不鮮明であったり、ページが落丁・乱丁していたり、解答用紙に汚れ等

があったりする場合には、手を挙げて監督者に知らせなさい。
【４】　机上には受験票・筆記用具及び時計等監督者から指示された物以外は置いてはいけません。
【５】　監督者の指示があるまで退室はできません。
【６】�　解答用紙の解答科目欄の「基礎学力テスト」にマークしなさい。マークされていなかったり、

複数の科目にマークされていたりする場合は、採点できないことがあります。
【７】　解答用紙については、特に次の点に留意しなさい。
【３】①　マークには必ず黒鉛筆（HB）を使用しなさい。
【３】②　�解答は、解答用紙の解答欄にマークしなさい。例えば、 ウ と表示のある問いに対

して3と解答する場合は、次の（例）のように解答欄ウの3にマークしなさい。

（例） 解　　　　答　　　　欄

ウ 0　1　2　3　4　5　6　7　8　9

【３】③　折り曲げたり、汚したりしてはいけません。
【３】④�　解答用紙には、答案に関係のない語句・記号を書いたり、落書きをしたりしてはいけ

ません。（問題冊子には書き込んでもよい。）
【３】⑤　誤ってマークした場合は、消しゴムできれいに消して書き直しなさい。
【８】　試験終了後、問題冊子は持ち帰りなさい。

受 験 上 の 注 意 事 項
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第１問

A�　次の【ａ】～【ｅ】で、下線部のカタカナを漢字に改めたときに正しいものを、

それぞれ1～4の中から１つずつ選べ。解答欄は【ａ】は ア 、【ｂ】は

イ 、【ｃ】は ウ 、【ｄ】は エ 、【ｅ】は オ

【ａ】　ただ今登下校の時間帯につき、車両はシンニュウできません。

1　浸入　　　　2　新入　　　　3　侵入　　　　4　進入

【ｂ】　新たな挑戦だ。ジキを失しないように気をつけておこう。

1　時期　　　　2　時季　　　　3　時機　　　　4　時気

【ｃ】　イギを正して登壇する。

1　威儀　　　　2　意義　　　　3　異議　　　　4　異義

【ｄ】　文筆家に雑誌へのキコウを依頼した。

1　寄稿　　　　2　起工　　　　3　紀行　　　　4　気候

【ｅ】　相手のカンシンを買おうと努めた。

1　感心　　　　2　歓心　　　　3　寒心　　　　4　関心
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B�　次の【ａ】・【ｂ】における下線部について、意味の上で反対の関係にあるもの

を、それぞれ1～4の中から１つずつ選べ。

解答欄は、【ａ】は カ 、【ｂ】は キ

【ａ】　その雑誌は一般の書店で買えるよ。

1　公共

2　著名

3　少数

4　特殊

【ｂ】　義務は果たさねばならない。

1　自由

2　権利

3　平等

4　解放

C�　次の【ａ】～【ｃ】の□に正しい漢字を１つずつ入れて、それぞれの四字熟語

を完成させよ。漢字はそれぞれ1～4の中から選べ。

解答欄は、【ａ】は ク 、【ｂ】は ケ 、【ｃ】は コ

【ａ】　大言□語

1　双　　　　　2　壮　　　　　3　想　　　　　　4　操

【ｂ】□天動地

1　恐　　　　　2　驚　　　　　3　鏡　　　　　　4　興

�

【ｃ】　換骨奪□

1　還　　　　　2　肉　　　　　3　胎　　　　　　4　取
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D�　次の【ａ】～【ｄ】の文には誤りがある。その誤りについての説明として最も

適切なものを、それぞれ1～4の中から１つずつ選べ。

解答欄は、【ａ】は サ 、【ｂ】は シ 、【ｃ】は ス 、【ｄ】は セ

【ａ】�　あの八百屋では新鮮な野菜が売っているので、毎日買いに行くようにして

いる。

1 場所を表す格助詞の後に続けて助詞「は」を使用しているので、「で」

か「は」のどちらか一方を削除するとよい。

2 動作の対象に対して使用する格助詞が誤っているので、「が」を別の格

助詞に置き換えるとよい。

3 「行くようにしている」は進行中の動作を表す形なので、「毎日」に対応

する形に修正するとよい。

4 動作の主体が誰かを明示する必要があるので、「毎日」の前に「私は」

を補うとよい。

【ｂ】�　朝から強い雨が降っているのに、今日の野球の試合は中止されることに

なった。

1 文の前半と後半の接続が誤っているので、接続助詞「のに」を順接に変

更するとよい。

2 「朝から」「今日の」のように時間を表す語を２種類使っているので、「朝

から」を削除して時間を明確にするとよい。

3 「今日の」と「野球の」で格助詞の「の」が連続して用いられているので、

一方を削除するとよい。

4 受身表現の主語「試合」に対して助詞「は」を使用しているので、主語

を表す別の格助詞に変更するとよい。
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【ｃ】　ずっと野菜が苦手だったけれど、急に食べれるようになった。

1 接続表現が誤っているので、「けれど」を適切な接続助詞に変更して修

正するとよい。

2 可能を意味する「食べれる」が誤っているので、「れる」を「られる」

に修正するとよい。

3 「ずっと」という副詞は口語的でふさわしくないので、適切な副詞に修

正するとよい。

4 時制表現の使い方が誤っているので、過去の助動詞を削除して「だった」

を「だ」に修正するとよい。

【ｄ】�　市長が丁寧に説明していただいたので、私たちは政策の意図をよく理解で

きた。

1 名詞「説明」を修飾する「丁寧に」の活用が誤っているので、連体形に

修正するとよい。

2 「政策」という無生物名詞に「の」という所有を表す助詞を使用してい

るので、削除するとよい。

3 時制の表現が誤っているので、「理解できた」を未来を表すことのでき

る形に修正するとよい。

4 「市長」と「私たち」のやりもらいの関係から考えて不適切な「いただい

た」を適切な表現に修正するとよい。
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E�　次の空欄に入る適切な故事成語を、それぞれ1～8の中から１つずつ選べ。

解答欄は、【ａ】は ソ 、【ｂ】は タ

【ａ】�　お笑い芸人志望の彼は、誰かが何か言うたびに（　　　）突っ込みを入れ

て、かえって場をしらけさせてしまうことがある。

【ｂ】�　昨日までの堅調な推移とは打って変わって株価が大暴落、（　　　）とし

か言いようがない。

1　歯牙にかけず　　　　　2　敗軍の将は兵を語らず　　

3　間髪を入れず　　　　　4　株を守る　　　　　　5　矛盾

6　他山の石　　　　　　　7　青天の霹
へきれき

靂　　　　　8　髀
ひ

肉
にく

の嘆　

F�　次の意味を表す言葉として最も適切なものを、それぞれ1～6の中から１つ

ずつ選べ。解答欄は、【ａ】は チ 、【ｂ】は ツ

【ａ】�　要求や命令への服従。特に、情報公開、公正取引、環境対策など高い企業

倫理を果たすため、法令や規則を遵守しようとすること。

【ｂ】�　混
こんとん

沌として無秩序な状態。対義語はコスモス。

1　モラルハザード　　　　2　カオス　　　　　　　　3　シンクタンク

4　アウトソーシング　　　5　コンプライアンス　　　6　クオリティ
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G�　次の1～8の中で、用字や用語、表記等、表現上の誤りを含むものを３﹏つ﹏選
べ。ただし、解答の順序は問わない。解答欄は、 テ ～ ナ

1 ご依頼の件、たしかに承りました。

2 君のその意見はどういう根拠にもとずくのか。

3 彼の度重なるわがままには、とうとう堪忍袋の緒が切れたよ。

4 お口に合わないかもしれませんが、よろしかったらいただいてください。

5 町外れの廃屋は、こぢんまりとしたたたずまいのカフェに変わっていた。

6 懐かしい故郷の駅に降り立ったのは冬の凍える日のことだった。

7 流れの早い川のほとりに立って、来し方行く末に思いをめぐらせた。

8 肥料を施すには、種類や量、タイミングを適切に判断する必要がある。
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第2問

A	　次の会話文を完成させるために、空欄 ア 〜 オ に入れる最も適切な

ものを、それぞれ1〜4の中から1つずつ選べ。解答欄は、問1は ア 、

問2は イ 、問3は ウ 、問4は エ 、問5は オ

問1　A: Excuse me. ア

B: Which ones?

A: The black ones.

B: They’re forty dollars.

1 Where did you buy that belt?

2　 How much are those pants?

3　 Is this hat expensive?

4 How many items do you have for sale?

問2　A: Jane, you got a call from Mr. Peterson while you were at lunch.

B: イ

A: Yes, I put it on your desk, in the usual place.

1 Did he answer the phone?

2　 Is he available right now?

3　 OK, did you take a message?

4 Why did she call?
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問３　A: Where does the three o’clock train leave from?

B: ウ

A: I see. How can I get there?

1 Platform four.　 

2 It leaves for Boston.

3 It left ten minutes ago.

4 Sorry, I don’t work here.

問４　A: Why don’t we go see a movie tonight?

B: エ

A: OK. I’ll meet you at the theater at 7:30.

1 Sure! But I have to work, so I can’t go until 9:00.

2 To be honest, I don’t enjoy movies at all.

3 Sounds great! What movie do you have in mind? 

4 Yes! And let’s have dinner together after that.

問５　A: Did you finish your homework, Mary?

B: オ

A:   Really? Then show it to me. I want to be sure you did it 

correctly.

1 Actually, Susan did it for me.

2 There wasn’t any today.

3 Yeah, of course, mom. It’s all done.

4 No, I’ve decided not to do it.
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B	　次の各日本語文の意味を表す英文を完成させるために、それぞれ後の1〜4

の語句を空所に補ったとき、 カ 〜 ク に入る最も適当なものを１つずつ

選べ。解答欄は、問１は カ 、問2は キ 、問3は ク

問１　あの俳優が日本に来月来ると聞いてワクワクしています。

We’re                that the actor is      to Japan next 

month. 

1　to	 2　coming	 3　excited	 4　hear	

問2　昨夜は曇り空で、私たちは天の川を見られなかった。

Cloudy skies                     the Milky Way last night. 

1　from	 2　us	 3　seeing	 4　prevented	

問3　それは、これまでの中でもっとも忘れがたい経験の一つです。

That’s one of the most                ever     .

1　experiences 2　I’ve	 3　had		 4　unforgettable	

カ

キ

ク
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C�　次の英文を読んで、後の問いに答えよ。

I have lived in Hiroshima now for about 13 years. I really, really like 

the city’s rivers. To be honest, I’m not sure just how many rivers there are 

in Hiroshima, but sometimes it seems that, no matter where I go, I see a river 

on my way there! 

Being near a river helps me to relax and to feel close to nature, so I try to 

spend as much time as I can on the *riverbank that is in front of the building 

where I live. I often take walks there, sit and talk with my wife there, read 

books there, and do stretching exercises there. Actually, 🄧I spend so much 

time on that riverbank that I sometimes think of it as my own!

One of the more interesting aspects of spending a lot of time near a river 

is that, occasionally, you can find things floating in the water. For instance, 

in the past few years, some of the things that I have found include: a soccer 

ball, a DVD, a child’s toy, and even several unopened containers of instant 

noodles. On one occasion, I “found” something in the river that I wished I 

hadn’t: myself! I was stretching as far as I could to reach an object that was 

floating 🄨by, and…*splash! Before I knew it, I was in the river!

🄩Fortunately, the water was not deep enough for me to be in danger. It 

was, however, very cold! As quickly as I could, I got ケ � the river and 

back onto the bank. Then I began walking home. At first, I felt quite 

embarrassed by コ  had happened. By the time that I reached my 

front door, though, I could only see my unexpected river experience as being 

*hilariously funny!  

（注）* riverbank – 土手、川岸。bankも同じ。

   * splash – バシャーン（水の跳ねる音）

   * hilariously – 大笑いするほど
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問１�　空欄 ケ ・ コ に入る最も適切な語句を、それぞれ1～4の中か

ら１つずつ選べ。解答欄は、 ケ ・ コ

ケ 1　into� 2　over� 3　up to� 4　out of

コ 1　what� 2　where� 3　how� 4　which

問２�　下線部🄧に最も意味が近いものはどれか、次の1～4の中から１つ選べ。

解答欄は、 サ

1 私はその土手をいつか自分のものにしようと、たっぷり時間をかけて考

えています。

2 自分自身について考えるのと同じくらい、土手で長く過ごす時もありま

す。

3 あの土手で過ごす時間がかなり長く、そこを自分のものと考えることも

あるほどです。

4 一人で考え事をするために、あの土手でたくさん時間を過ごすことがあ

ります。

問３�　byについて、下線部🄨の byと同じ意味で使われているものを、次の

1～4の中から１つ選べ。解答欄は、 シ

1 You must finish the report by Friday.

2 We were all shocked by the news. 

3 Time goes by so quickly, doesn’t it?

4 Prices are going up little by little.
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問４�　下線部🄩の Fortunatelyと意味が同じものを、次の1～4の中から１つ

選べ。解答欄は、 ス

1 Surprisingly

2 Accidentally

3 Suddenly

4 Luckily

問５�　英文の内容と一致しているものはどれか、次の1～6の中から２﹏つ﹏選べ。
ただし、解答の順序は問わない。解答欄は、 セ ・ ソ �

1 筆者は、広島市内を移動する時は必ず川沿いを通るようにしている。

2 筆者がのんびり過ごすお気に入りの川岸は、自宅付近にある。

3 散歩や会話、読書、運動を川辺で行うよう、筆者は読者にすすめている。

4 土手に行くたびに筆者は、未開封の食品など雑多なものを川で発見する。

5 浮かんでいるものを取ろうとして、筆者は川に落ちた。

6 川に落ちてしまった途端、筆者は笑いが止まらなくなった。
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第
３
問　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

数
年
前
、
森
林
関
係
の
研
究
所
に
勤
務
し
て
い
る
研
究
員
の
と
こ
ろ
に
、
あ
る
村
の
村

長
が
訪
ね
て
き
た
。
そ
の
村
の
森
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
け
れ
ど
、
い
ま
で
は
希

少
価
値
に
な
っ
た
天
然
の
ヒ
ノ
キ
が
大
き
く
育
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
そ
の
ヒ
ノ
キ
を

一
番
高
く
売
る
に
は
、
ど
う
す
る
の
が
よ
い
の
か
が
村
長
の
問
い
だ
っ
た
。
研
究
員
は
い

ろ
い
ろ
調
べ
た
う
え
で
、
後
日
そ
の
方
法
を
教
え
た
。
そ
れ
は
玄
関
の
表
札
に
し
て
売
る

の
が
有
利
だ
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
そ
う
話
し
た
ら
、
村
長
は
き
わ
め
て
不
愉
快
そ
う
な
顔
を
し
た
。
樹
齢
二
百

年
を
こ
え
た
大
木
が
、
柱
に
な
っ
た
後
も
堂
々
と
建
物
を
支
え
つ
づ
け
、
生
き
つ
づ
け
る

姿
を
思
い
描
い
て
い
た
村
長
に
は
、
そ
れ
が
細
切
れ
に
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
容
認
で
き
る

こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
商
品
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
、
木
を
侮
辱
す
る
こ
と
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

「
そ
れ
が
あ
の
頃
一
番
高
く
売
る
方
法
だ
っ
た
の
に
」

　

研
究
員
は
私
に
そ
の
話
を
し
て
か
ら
、「
し
か
し
村
長
の
気
持
ち
も
わ
か
る
し
」
と

言
っ
て
楽
し
そ
う
に
笑
っ
た
。
自
分
の
提
案
が
拒
否
さ
れ
た
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
も

Ｘ

出
来
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

木
が
本
来
も
っ
て
い
る
価
値
を
生
か
す
こ
と
と
、商
品
と
し
て
木
を
高
く
売
る
こ
と
は
、

必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
い
ま
で
は
天
然
の
ス
ギ
の
銘
木
は
、
紙
の
よ
う
な
薄
い
板
に
さ

れ
合
板
に
張
り
つ
け
ら
れ
て
、
天
井
板
な
ど
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
が
天
然
ス
ギ
を

一
番
高
く
売
る
方
法
で
も
あ
る
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
天
然
ス
ギ
の
も
っ
て
い
る
木
目

を
比
較
的
安
い
価
格
で
、
誰
も
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
評
価
す
る
意
見
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
私
は
、
山
奥
の
路
上
で
合
板
に
さ
れ
る
た
め
に
乾
か
さ
れ
て
い

る
天
然
ス
ギ
を
み
か
け
る
と
、
私
は
村
長
と
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
を
い
だ
く
。

　

今
日
で
は
山
の
木
が
建
築
物
に
変
わ
る
ま
で
の
間
に
は
、
次
元
の
異
な
る
二
つ
の
過
程

が
重
な
り
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
使
用
価
値
と
商
品
価
値
の
違
い
に
よ
っ
て

生
ず
る
ズ
レ
、
と
い
っ
て
も
よ
い
の
だ
け
れ
ど
、
木
自
体
が
も
っ
て
い
る
価
値
を
生
か
す

か
、
商
品
と
し
て
の
木
の
価
値
を
優
先
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
木
に
た
ず
さ
わ
る
者
た
ち

も
ま
た
動
揺
し
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
と
き
に
力
強
く
木
の
育
っ
た
美
し
い
森
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と
経
営
効
率
を
優
先
さ
せ
た
森
の
違
い
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、製
材
や
建
築
の
過
程
で
は
、

職
人
的
な
仕
事
と
商
品
を
つ
く
る
だ
け
の
労
働
の
違
い
と
な
っ
て
く
る
。

　

た
と
え
ば
製
材
工
場
を
訪
ね
て
も
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
国
産
材
を
ひ
く
工
場
と
、

輸
入
材
を
ひ
く
工
場
と
で
は
、
雰
囲
気
が
ず
い
ぶ
ん
違
う
。
台
の
上
に
置
か
れ
た
丸
太
が

電
動
ノ
コ
ギ
リ
の
な
か
に
引
き
込
ま
れ
、
角
材
に
変
わ
っ
て
い
く
工
程
は
ど
ち
ら
も
同
じ

な
の
に
、
国
産
材
の
工
場
に
は
、
職
人
の
仕
事
場
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
輸
入
材
専
門
の
工
場
に
行
く
と
、
流
れ
作
業
の
な
か
か
ら
規
格
品
の
商
品
が
つ
く

ら
れ
て
い
く
「
近
代
工
場
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
変
わ
る
。

　

国
産
材
は
、
ど
こ
に
ノ
コ
ギ
リ
の
刃
を
あ
て
る
か
で
木
目
の
出
方
も
変
わ
り
、
木
の
価

値
も
商
品
価
値
も
変
わ
っ
て
く
る
か
ら
、
木
目
の
出
具
合
を
読
む
職
人
の
経
験
や
カ
ン
、

コ
ツ
が
工
場
を
支
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
輸
入
材
は
木
目
も
一
定
の
も
の
が
多
く
、
し
か

も
大
壁
工
法
（
注
）
な
ど
の
柱
の
な
い
家
の
部
材
に
な
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
部
品
を
つ

く
る
自
動
化
工
場
の
よ
う
で
あ
る
。
最
近
で
は
労
働
力
不
足
に
対
応
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
製
材
が
関
心
を
高
め
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
も
職
人
の
腕
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
輸

入
材
専
門
工
場
で
の
話
に
す
ぎ
な
い
。
国
産
材
の
工
場
は
い
ま
も
職
人
の
世
界
で
あ
る
。

　

そ
の
職
人
は
板
や
角
材
な
ど
の
商
品
を
つ
く
る
。
し
か
し
そ
の
商
品
を
つ
く
る
過
程
は
、

木
が
本
来
も
っ
て
い
る
性
質
を
生
か
し
て
い
こ
う
と
す
る
職
人
仕
事
の
過
程
で
も
あ
っ
た
。

　

山
の
木
を
単
な
る
商
品
に
し
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
は
、
職
人
的
な
腕
が
生
き
て
い
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
確
か
に
山
の
木
は
、
林
業
家
か
ら
製
材
業
者
へ
、
工
務
店
か
ら
消
費

者
へ
と
、
商
品
と
し
て
流
れ
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
こ
の
流
れ
の
な
か
に
、
美
し
く
、
大
き

く
森
を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
村
人
の
腕
や
、
製
材
職
人
の
腕
、
木
の
特
性
を
生
か
し
て

い
こ
う
と
す
る
大
工
の
腕
な
ど
が
健
在
で
あ
る
間
は
、
木
と
人
間
は
一
体
化
し
て
、
木
の

文
化
を
も
つ
く
り
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

木
の
文
化
は
、
天
然
の
ヒ
ノ
キ
が
細
切
れ
の
板
に
さ
れ
る
の
を
か
わ
い
そ
う
だ
と
感
じ

る
、
あ
の
村
長
の
気
持
ち
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
気
持
ち
を
仕
事
の
な
か
で

実
現
さ
せ
る
職
人
た
ち
の
腕
と
と
も
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
内う
ち

山や
ま

節た
か
し『
内
山
節
著
作
集
10　

森
に
か
よ
う
道
』
に
よ
る
）

注　

大
壁
工
法
…
柱
な
ど
を
壁
の
中
に
埋
め
込
ん
で
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
工
法
。



―　　―15

問
１�　

空
欄

Ｘ

に
当
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
1
～

5
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
欄
は
、

ア

1　

不
快
な　

 

2　

意
外
な　

 

3　

愉
快
な　

 

4　

不
当
な　

 

5　

希
少
な

問
２�　

文
章
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
は
ど
れ
か
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選

べ
。
解
答
欄
は
、

イ

1�　

天
然
の
ヒ
ノ
キ
を
玄
関
の
表
札
に
し
て
売
る
こ
と
は
商
品
価
値
を
高
め
る
こ
と

で
あ
る
一
方
、
木
の
本
来
も
っ
て
い
る
価
値
を
損
な
い
、
木
を
侮
辱
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
木
の
価
値
に
見
合
っ
た
方
法
で
加
工
を
行
い
、
か
つ
比
較
的
安
い
価
格

で
最
終
消
費
者
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
使
用
価
値
と
商
品
価
値
の
不
一
致
を
な
く

す
こ
と
が
で
き
る
。

2�　

木
自
体
が
も
っ
て
い
る
価
値
を
生
か
す
こ
と
と
、
商
品
と
し
て
の
木
を
高
く
売

る
こ
と
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
山
の
木
が
消
費
者
に
流
れ
る
ま
で
の
過
程

に
、
美
し
く
大
き
く
森
を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
村
人
の
腕
や
、
製
材
職
人
の
腕
、

木
の
特
性
を
生
か
そ
う
と
す
る
大
工
の
腕
が
健
在
な
間
は
、
木
と
人
間
が
一
体
化

し
て
木
の
文
化
を
つ
く
り
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

3�　

最
近
で
は
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
材
が
関
心
を

高
め
て
い
る
が
、
そ
の
製
材
技
術
は
木
自
体
の
価
値
を
生
か
そ
う
と
す
る
職
人
の

腕
に
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
。
山
の
木
を
単
な
る
商
品
に
し
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に

は
職
人
的
な
腕
が
生
き
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
材
の

技
術
を
職
人
の
水
準
ま
で
高
め
れ
ば
木
の
文
化
を
維
持
で
き
る
。
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4�　

国
産
材
は
ノ
コ
ギ
リ
の
刃
の
当
て
方
に
よ
っ
て
木
目
の
出
方
が
変
わ
り
、
木
の

価
値
も
商
品
価
値
も
変
わ
る
。
そ
の
た
め
、
木
目
の
出
具
合
を
読
む
職
人
の
経
験

が
必
要
で
あ
る
。
一
方
輸
入
材
専
門
の
工
場
で
は
流
れ
作
業
で
規
格
品
が
つ
く
ら

れ
て
い
く
「
近
代
工
場
」
の
よ
う
な
様
相
で
あ
る
。
輸
入
材
も
国
産
材
の
よ
う
に

職
人
た
ち
の
腕
で
加
工
す
れ
ば
、
木
の
も
つ
価
値
が
生
か
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

5�　

大
き
く
育
っ
た
ヒ
ノ
キ
を
表
札
に
加
工
す
る
こ
と
は
木
の
使
用
価
値
を
優
先
さ

せ
た
考
え
方
で
あ
る
の
で
、
木
の
本
来
も
っ
て
い
る
価
値
を
生
か
そ
う
と
す
る
村

長
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
村
人
は
、
木
と
人
間
が
共
生
で
き
る
森
林
を

目
指
し
て
大
木
が
育
つ
森
を
作
る
こ
と
で
、
木
の
価
値
を
生
か
そ
う
と
す
る
態
度

を
は
ぐ
く
み
次
世
代
に
つ
な
が
る
林
業
を
模
索
し
て
き
た
。
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第
４
問　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

一
丸
と
な
っ
て
共
に
演
奏
し
て
い
る
か
に
見
え
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
プ
レ
イ
ヤ
ー
た
ち

は
、
実
際
に
は
ひ
と
り
一
人
が
孤
独
だ
。
お
か
れ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
責
任
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
の
は
自
分
の
ほ
か
に
は
い
な
い
か
ら
だ
。「
み
ん
な
で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
」
と

ば
か
り
に
、
主
体
性
を
放
棄
し
互
い
に
寄
り
か
か
ろ
う
と
す
る
奏
者
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
席
は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。

　

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
はtutti

（
ト
ゥ
ッ
テ
ィ
）
を
弾
く
弦
楽

器
奏
者
た
ち
も
変
わ
ら
な
い
。
1st
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
注
１
）
な
ら
1st
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、ヴ
ィ

オ
ラ
な
ら
ヴ
ィ
オ
ラ
…
…
と
皆
が
同
じ
楽
譜
を
弾
く
の
がtutti

で
は
あ
る
。
と
き
に

一
〇
名
を
超
え
る
奏
者
が
い
っ
せ
い
に
同
じ
音
を
だ
す
の
だ
か
ら
、
責
任
が
分
散
さ
れ
て

も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
。
で
も
そ
う
は
な
ら
な
い
。
一
列
目
に
は
一
列
目
の
、
二
列
目
に

は
二
列
目
の
、
三
列
目
に
は
三
列
目
の
役
割
が
あ
る
。
し
か
も
、
列
の
外
側
に
座
る
の
か
、

内
側
に
座
る
の
か
に
よ
っ
て
も
果
た
す
べ
き
責
任
が
違
う
。

　

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
は
、
指
揮
者
に
統
率
さ
れ
て
曲
の
完
成
を
目
指
す
。
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
（
注
２
）
を
核
に
結
束
も
し
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
根
っ
こ
の
と

こ
ろ
で
、
一
つ
に
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奏
者
は
幹
か
ら
伸
び
た
枝

で
あ
り
、
葉
っ
ぱ
だ
。
一
つ
と
し
て
同
じ
色
の
葉
っ
ぱ
も
な
け
れ
ば
、
同
じ
形
の
枝
も
な

い
こ
と
は
自
然
の
樹
木
を
観
察
す
る
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
は
各
々
が
別
々
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
ど
れ
ほ
ど
メ
ン
バ
ー
の
数
が
増
え
て
も
、
奏
者

は
仲
間
を
頼
る
こ
と
の
で
き
な
い
緊
張
感
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｘ
上
司
も
い
な
け
れ
ば
部
下
も
い
な
い
。
き
わ
め
て
フ
ラ
ッ
ト
な
楽
器
同
士
の
関
係
で

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
成
り
立
つ
。
一
見
上
司
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
指
揮
者
も
、
本
番
で
は
な

に
も
手
を
く
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
彼
ら
が
「
タ
ク
ト
を
振
り
お
ろ
し
て
、
誰
も

音
を
出
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
…
…
と
思
え
ば
、
そ
れ
は
恐
怖
で
し
ょ
う
ね
」
と
語
る
の

は『
証
言
・
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
か
カ
ラ
ヤ
ン
か
』（
注
３
）の
著
者
川か
わ

口ぐ
ち

マ
ー
ン
恵え

美み

氏
。

同
書
に
は
実
際
「
ソ
ロ
の
誰
か
に
何
か
が
起
こ
っ
て
も
、
私
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
」
と
恐
怖
と
闘
う
カ
ラ
ヤ
ン
の
こ
と
ば
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
ど
の
よ
う
な
音

を
出
す
か
は
、
各
奏
者
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
い
っ
た
ん
そ
の
0

0

席
に
座
っ
た
も
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の
は
断
固
と
し
て
、
そ
の
0

0

人
間
の
責
任
で
音
楽
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
掟お
き
てだ
。
皆
で
一
つ
の
音
楽
を
奏
で
な
が
ら
も
、
奏
者
は
孤
独
を
生
き
る
。

　

だ
が
同
時
に
、
孤
独
を
引
き
受
け
な
が
ら
も
な
お
、
そ
の
音
楽
家
た
ち
が
調
和
を
希
求

0

0

0

0

0

す
る
0

0

、
と
い
う
パ
ラ
ド
ク
ス
に
お
い
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
持
つ
本
質
は
浮
か
び
上
が
る
。

そ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
存
在
価
値
を
裏
づ
け
る
も
の
だ
。
ひ
と
び
と
が
夢

見
、未
だ
叶か
な

う
こ
と
の
な
い
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
が
そ
こ
に
立
ち
現
れ
る
か
ら
だ
。Ｙ
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
近
代
と
い
う
限
ら
れ
た
地
域
と
限
ら
れ
た
時
代
に
誕
生
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、

地
球
規
模
で
広
ま
り
、
世
界
の
各
地
に
定
着
し
た
秘
密
も
ま
た
そ
こ
に
あ
る
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
あ
の
（�

Ⅰ�

）
響
き
は
、
孤
独
な
魂
が
、
な
お
他
者
と
ひ
と
つ
に
な

る
こ
と
を
試
み
る
、
と
い
う
葛
藤
の
な
か
か
ら
し
か
生
ま
れ
得
な
い
も
の
だ
。

　

ど
ん
な
に
耳
を
澄
ま
し
て
も
聞
こ
え
よ
う
も
な
い
小
さ
な
音
に
ま
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
奏
者
が
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
の
も
、そ
の
調
和
を
願
え
ば
こ
そ
、だ
。
わ
ず
か
な
音
の
差

が
全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
影
響
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
の
責
任
感
が
そ
う
さ
せ

る
。

Ａ

現
場
で
音
を
発
す
る
と
き
の
奏
者
は
、全
員
が
皆
「
自
分
の
奏
で
る
音
は
正

し
い
音
で
あ
る
」
こ
と
を
信
じ
て
い
る
。
そ
の
確
信
が
な
け
れ
ば
、
怖
く
て
オ
ケ
（
注
４
）

の
な
か
で
音
を
出
す
こ
と
な
ど
不
可
能
だ
。

Ｂ

そ
れ
は
、
ま
わ
り
と
の
調
和
を
は

か
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
音
で
も
あ
る
。
自
分
と
は
違
う
他
者
の
音
に
寄
り
添
う
こ
と
を

前
提
に
、
自
分
の
信
じ
る
正
し
い
音
を
作
る
と
い
う
芸
当
が
至
難
の
業
で
あ
る
こ
と
は
容

易
に
想
像
が
つ
こ
う
。

Ｃ

、
そ
れ
を
し
な
い
こ
と
に
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
メ
ン
バ
ー

と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

Ｄ

、
も
う
一
方
の
真
実
は
、
オ
ケ
で
正
し
い
音
を
奏
す
る
こ
と
は
結
果
的
に
は

誰
に
も
で
き
て
い
な
い
、
と
い
う
事
実
で
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
奏
者
の
奏
で
る
音
は
そ

れ
ぞ
れ
に
微
妙
に
ず
れ
0

0

て
い
る
か
ら
だ
。
ひ
と
り
一
人
の
奏
者
は
音
楽
家
と
し
て
美
意
識

が
異
な
り
、
価
値
観
が
異
な
る
の
だ
か
ら
当
然
と
も
い
え
る
。
音
楽
家
と
し
て
の
訓
練
を

受
け
て
き
た
か
ら
に
は
、
そ
こ
に
は
必
ず
奏
者
の
解
釈
が
加
わ
る
。
こ
こ
ろ
ひ
と
つ
に
音

楽
を
奏
で
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
一
致
の
溝
を
埋
め
る
に
は
あ

ま
り
に
芸
術
家
と
し
て
の
自
我
が
確
立
し
て
い
る
の
だ
。
い
か
に
ま
わ
り
と
合
わ
せ
よ
う

と
し
て
も
、
埋
め
よ
う
の
な
い
ず
れ
0

0

が
生
じ
て
し
ま
う
の
も
い
た
し
か
た
な
か
ろ
う
。
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ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
集
中
し
、
相
互
に
音
を
聞
き
合
う
ほ
ど
に
、
そ
れ
は
露あ
ら

わ
に
な
る
。

発
音
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
音
の
立
ち
上
が
り
、
立
ち
下
が
り
、
音
の
つ
な
が
り
や
切
り
方
、

強
弱
、
ヴ
ィ
ブ
ラ
ー
ト
（
注
５
）
の
周
期
や
深
さ
ま
で
、
す
べ
て
の
音
の
ふ
る
ま
い
に
つ

い
て
、
鋭
敏
な
耳
は
そ
の
ち
が
い
を
感
知
す
る
。
調
和
を
願
う
心
が
、
か
え
っ
て
奏
者
に

疎
外
感
を
も
た
ら
す
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
奏
者
は
自
分
の
思
い
描
く
理
想
の
音
と
、
他ひ

と人
の

思
い
描
く
理
想
の
音
の
あ
い
だ
に
挟
ま
れ
て
、
い
つ
も
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
。
互
い

が
互
い
に
対
し
て
ち
ょ
っ
と
迷
惑
な
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
面
白
い
こ
と
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
い
、
音
程
は
も
と
よ
り
発
音
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
音
の
立
ち
上
が
り
な
ど
す
べ
て
の
要
素
を
ぴ
た
り
と
一
致
さ
せ
て
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
音
楽
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
と
…
…
、
こ
れ
ほ
ど
味
気
の
な
い
音
も
あ
る
ま
い
と
い
う

音
楽
が
聞
こ
え
て
く
る
ら
し
い
。
ず
れ
0

0

を
排
除
し
、
す
べ
て
が
完
璧
に
一
致
す
る
音
楽
は

（�

Ⅱ�

）
響
き
だ
、
と
い
う
。

　

そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
的
要
素
を
微
妙
に
ず
ら
し

0

0

0

て
み
る
。
こ
れ
が
、
結
構
そ
れ

ら
し
く
聞
こ
え
る
、
と
い
う
で
は
な
い
か
。
本
物
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
を
録
音
し
た
か

の
よ
う
に
さ
え
聞
こ
え
て
く
る
瞬
間
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

こ
う
し
た
実
験
の
結
果
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
じ
つ
は
ひ
と
を
包
み
込
む
よ
う
な
豊

か
で
（�

Ⅲ�

）
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
サ
ウ
ン
ド
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奏
者
の
奏
で
る
音
の
一
致
0

0

し
な
さ

0

0

0

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
皆
が
一
致
す
る
こ
と
よ
り

も
、
一
致
し
な
い

0

0

0

0

0

と
こ
ろ
に
充
実
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
サ
ウ
ン
ド
の
魅
力
は
隠
さ
れ
て
い

る
と
想
像
す
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
ま
す
ま
す
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
社
会
の
あ

る
べ
き
姿
を
映
し
て
い
る
よ
う
で
は
な
い
か
。

　

も
し
も
成
員
の
全
員
が
一
分
の
す
き
も
な
く
、
与
え
ら
れ
た
役
目
に
同
じ
こ
と
を
す
る

社
会
が
実
現
し
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
あ
な
た
が
あ
な
た
で
あ
る
必

要
は
な
く
、
私
が
私
で
あ
る
必
要
の
な
い
社
会
を
意
味
し
よ
う
。
誰
も
が
一
つ
の
課
題
に

対
し
同
じ
こ
と
を
言
い
、同
じ
行
動
を
と
る
の
だ
か
ら
個
人
の
顔
の
必
要
性
は
な
く
な
る
。

そ
こ
に
い
る
の
が
特
定
の
誰
か
で
あ
る
必
然
性
は
な
い
。
誰
か
の
代
わ
り
が
見
つ
か
ら
な

く
て
困
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
原
理
的
に
起
こ
り
え
な
い
。
誰
が
ど
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
い
よ
う
と
も
、
い
つ
で
も
替
え
が
き
く
か
ら
だ
。
そ
ん
な
非
人
間
的
な
社
会
で
、
ひ
と

が
い
き
い
き
と
、
各
々
の
役
割
を
果
た
せ
る
と
は
思
え
な
い
。
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手
触
り
の
や
さ
し
い
社
会
は
、
個
々
人
の
価
値
観
が
多
少
ず
れ
て
い
て
も
、
正
否
の
基

準
が
人
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
鷹お
う
よ
う揚
に
受
け
入
れ
る
共
同
体
で
は
な
い
か
。

端
的
に
い
う
と
、
い
つ
で
も
互
い
に
迷
惑
を
か
け
あ
え
る
集
団
で
あ
る
は
ず
だ
。
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
顔
が
見
え
る
。

　

だ
と
す
る
と
、
各
奏
者
の
発
す
る
音
が
微
妙
に
ず
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
全
員
が
全

員
に
対
し
て
ず
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
ゆ
え
に
、
一
人
と
し
て
そ
の
奏
者
に
代
わ
る
者
は

い
な
い
こ
と
に
な
る
。
互
い
に
歩
み
寄
ろ
う
と
し
て
も
埋
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
溝
が
、

か
け
が
え
の
な
い
顔
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
わ
け
だ
。

　

ど
う
や
ら
、
ひ
と
び
と
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
響
き
は
、
音
楽
観
が

違
い
、
美
意
識
が
違
い
、
正
否
の
基
準
が
違
う
奏
者
た
ち
の
多
様
な
価
値
観
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
個
性
あ
る
音
楽
家
な
ら
で
は
の
ず
れ
0

0

が
一
つ
ず
つ
重
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
初
め
て
魅
力
あ
る
音
を
奏
で
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
い
っ
た
ん
そ
の
席
に
座
っ
た
も
の
は
断
固
と
し
て
、
そ
の
人
間
の
責
任
で
音
楽
を
作
ら

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
は
、
じ
つ
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら
の
「
Ｚ
あ
な
た
の
代
わ
り

に
な
る
奏
者
は
ど
こ
に
も
い
な
い
」
と
い
う
呼
び
声
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
「
ほ
か
で
も
な
い
あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
い
う
音
楽
か
ら
の
招
き
に
応
え
て
、

奏
者
た
ち
は
、
作
品
の
な
か
に
深
く
に
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
そ
れ
が
、
孤

独
な
作
業
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
だ
。

（
大お
お

嶋し
ま

義よ
し

実み

『
演
奏
家
が
語
る
音
楽
の
哲
学
』
に
よ
る
。
本
文
中
の
傍
点
は
原
文
の
ま
ま
）

注
１　
1st
ヴ�

ァ
イ
オ
リ
ン
…
フ
ァ
ー
ス
ト
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
群
の
中

で
、
主
旋
律
を
受
け
持
つ
群
。

注
２　

コ
ン�

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
…
1st
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
首
席
奏
者
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を
統
括
す

る
。

注
３　
『
証
言
・
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
か
カ
ラ
ヤ
ン
か
』
…
書
名
に
あ
る
両
名
は
と
も
に
二
〇
世
紀
に

活
躍
し
た
指
揮
者
。

注
４　

オ
ケ
…
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
略
。

注
５　

ヴ
ィ
ブ
ラ
ー
ト
…
音
程
な
ど
を
わ
ず
か
に
揺
ら
す
演
奏
技
法
。
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問
１�　

空
欄

Ａ

～

Ｄ

に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も

の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
欄
は
、

ア

1　

Ａ　

そ
の
た
め　
　

Ｂ　

け
れ
ど
も　
　

Ｃ　

と
こ
ろ
が　
　

Ｄ　

だ
か
ら

2　

Ａ　

だ
か
ら　
　
　

Ｂ　

し
か
も　
　
　

Ｃ　

で
も　
　
　
　

Ｄ　

た
だ

3　

Ａ　

し
か
し　
　
　

Ｂ　

も
っ
と
も　
　

Ｃ　

だ
か
ら　
　
　

Ｄ　

さ
ら
に

4　

Ａ　

と
こ
ろ
で　
　

Ｂ　

そ
の
た
め　
　

Ｃ　

し
か
し　
　
　

Ｄ　

そ
こ
で

5　

Ａ　

そ
し
て　
　
　

Ｂ　

ま
し
て
や　
　

Ｃ　

そ
も
そ
も　
　

Ｄ　

加
え
て

問
２�　

空
欄（�

Ⅰ�

）～（�

Ⅲ�

）に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
1
～
4
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
欄
は
、

イ

ａ　

ひ
と
ま
と
ま
り
の　
　
　

ｂ　

狐き
つ
ねに
つ
ま
ま
れ
た
よ
う
な　
　

ｃ　

豊ほ
う

饒じ
ょ
うな　
　
　
　
　
　
　

ｄ　

石
橋
を
叩た
た

い
て
渡
る
よ
う
な　

�

ｅ　

緊
張
し
た　
　
　
　
　
　

ｆ　

砂
を
か
む
よ
う
な

ｇ　

孤
独
な　
　
　

ｈ　

温
か
な　
　
　

ｉ　

人
々
が
夢
見
た

1　

Ⅰ　
ａ　
　
　

Ⅱ　
ｇ　
　
　

Ⅲ　
ｃ

2　

Ⅰ　
ｅ　
　
　

Ⅱ　

ｂ　
　
　

Ⅲ　
ａ

3　

Ⅰ　
ｃ　
　
　

Ⅱ　

ｆ　
　
　

Ⅲ　

ｈ

4　

Ⅰ　

ｉ　
　
　

Ⅱ　

ｄ　
　
　

Ⅲ　
ｅ
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問
３�　

傍
線
部
Ｘ
「
上
司
も
い
な
け
れ
ば
部
下
も
い
な
い
。
き
わ
め
て
フ
ラ
ッ
ト
な
楽
器

同
士
の
関
係
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
成
り
立
つ
」
と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ

の
奏
者
が
行
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
1
～
6
の
中
か
ら
二︴

つ︴
選
べ
。
た
だ
し
、
解
答
の
順
序
は
問
わ
な
い
。
解
答
欄
は
、

ウ

・�

エ

1　

周
り
と
調
和
を
は
か
っ
て
責
任
を
分
散
さ
せ
る

2　

他
の
奏
者
を
優
先
し
て
互
い
に
寄
り
か
か
ろ
う
と
す
る

3　

ど
ん
な
音
を
出
す
か
奏
者
自
身
の
責
任
で
判
断
し
、
音
楽
を
作
る

4　

同
じ
責
任
を
共
有
し
て
い
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
仲
間
を
頼
る

5　

役
割
に
応
じ
て
各
奏
者
が
別
々
の
責
任
を
果
た
す

6　

全
員
で
同
じ
音
を
出
し
て
一
丸
と
な
っ
て
演
奏
す
る

問
４�　

傍
線
部
Ｙ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
と
い
う
限
ら
れ
た
地
域
と
限
ら
れ
た
時
代
に
誕
生

し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、
地
球
規
模
で
広
ま
り
、
世
界
の
各
地
に
定
着
し
た
秘
密
も

ま
た
そ
こ
に
あ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
い
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
最
も
適
切
な

も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
欄
は
、

オ

1�　

自
身
の
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
調
和
を
求
め
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
は
、
ひ
と
び

と
が
理
想
と
す
る
社
会
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

2�　

孤
独
と
調
和
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
構
成
員
相
互
の
距
離
を
保
つ
と
い
う
考
え

方
は
、
世
界
各
国
の
ひ
と
び
と
も
も
っ
て
い
る
か
ら
。

3�　

人
と
人
と
の
調
和
を
目
指
す
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
、
全
世
界

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
模
範
と
し
て
き
た
か
ら
。

4�　

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
が
薄
れ
て
孤
独
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
ど
の
時
代

や
地
域
で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
ら
。

5�　

音
楽
で
国
や
時
代
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
こ
と
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
だ
け

で
は
な
く
、
全
世
界
の
ひ
と
び
と
が
目
指
し
て
い
る
か
ら
。
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問
５�　

傍
線
部
Ｚ
「
あ
な
た
の
代
わ
り
に
な
る
奏
者
は
ど
こ
に
も
い
な
い
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
欄
は
、

カ

1�　

奏
者
相
互
の
価
値
観
の
違
い
を
意
識
し
、
そ
れ
を
目
立
た
せ
な
が
ら
演
奏
す
る

こ
と
で
、
個
々
人
の
顔
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

2�　

互
い
に
譲
り
合
っ
て
音
楽
を
作
る
こ
と
で
奏
者
は
孤
独
か
ら
解
放
さ
れ
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
中
に
個
々
の
奏
者
の
居
場
所
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

3�　

互
い
の
欠
点
を
補
い
合
う
こ
と
で
曲
の
完
成
度
を
高
め
る
た
め
、
長
所
や
短
所

が
違
う
奏
者
が
一
人
で
も
多
く
必
要
だ
と
い
う
こ
と
。

4�　

魅
力
的
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
は
価
値
観
の
違
い
か
ら
生
ま
れ
る
ず
れ
が
重

な
っ
て
で
き
る
も
の
で
、
各
奏
者
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
だ
と
い
う
こ
と
。

5�　

一
分
の
す
き
も
な
い
演
奏
を
目
指
す
た
め
に
も
、
独
自
の
個
性
的
な
解
釈
を
す

る
奏
者
の
多
様
な
意
見
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

問
６�　

筆
者
の
説
明
方
法
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は

ど
れ
か
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
欄
は
、

キ

1�　
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
「
手
触
り
の
や
さ
し
い
社
会
」
と
い
う
、
一
見
共
通
性

の
な
い
も
の
を
対
比
す
る
こ
と
で
、
社
会
の
多
様
さ
を
示
し
て
い
る
。

2�　

科
学
的
な
実
験
に
よ
る
実
証
を
ふ
ま
え
て
理
論
を
構
築
し
、
抽
象
的
な
議
論
に

と
ど
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

3�　
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
奏
者
が
置
か
れ
た
逆
説
的
な
状
況
を
説
明
す
る
中
で
、

類
比
的
に
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
て
い
る
。

4�　
「
で
は
な
い
か
」
の
よ
う
な
読
者
に
語
り
か
け
る
表
現
を
多
用
す
る
こ
と
で
、

読
者
の
理
解
を
促
す
と
と
も
に
、
心
に
訴
え
か
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

5�　
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
「
奏
者
」、「
共
同
体
」
と
「
個
々
人
」
の
よ
う
に
、
集

団
と
個
人
を
対
照
的
に
取
り
上
げ
、
両
者
の
違
い
を
述
べ
て
い
る
。
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第
５
問　
次
は
、
大
学
を
出
て
、
北き
た
み見
眼
科
医
院
で
視
能
訓
練
士
（
注
１
）
と
し
て
働
き

始
め
た
「
僕
」（
野の
み
や宮
）
が
出
会
っ
た
患
者
と
の
話
で
あ
る
。
小
学
校
一
年
生
の
と
も
子

ち
ゃ
ん
の
検
査
を
担
当
し
た
「
僕
」
だ
が
、
う
ま
く
い
か
な
い
。
そ
こ
で
、
広ひ
ろ
せ瀬
先
輩
と

交
替
し
た
。
次
は
こ
れ
に
続
く
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

両
眼
の
計
測
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
を
暗
室
か
ら
出
し
、
先
輩
は
用
紙

の
記
載
を
始
め
た
。
点
を
繋つ
な

い
で
線
に
す
る
と
、
螺ら
せ
ん旋
の
形
は
さ
ら
に
顕
著
に
な
っ
た
。

目
の
中
に
蛇
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
だ
が
こ
の
蛇
は
実
際
に
は
存

在
し
て
い
な
い
。
Ａ
彼
女
の
瞳
の
中
の
幻
だ
。

「
と
も
子
ち
ゃ
ん
、
心
因
性
視
覚
障
害
だ
っ
た
の
で
す
ね
」

「
そ
う
」

と
、
広
瀬
先
輩
は
記
載
を
続
け
な
が
ら
言
っ
た
。

　

心
因
性
視
覚
障
害
は
「
視
力
の
低
下
を
説
明
す
る
に
足
る
器
質
的
病
変
を
認
め
ず
、
視

力
低
下
の
要
因
と
し
て
精
神
的
心
理
的
要
因
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
症
候
群
」
の
こ
と

だ
。
目
の
機
能
と
し
て
は
な
ん
の
問
題
も
な
い
の
に
、
精
神
的
な
問
題
で
、
視
力
低
下
が

起
こ
っ
て
い
る
状
態
を
い
う
。
本
人
が
噓う
そ

を
吐つ

い
て
見
え
な
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
本
人
と
し
て
は
本
当
に
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
詐
病
で
は
な
い
。
正
真
正

銘
の
病
気
だ
。
心
因
性
視
覚
障
害
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、こ
の
螺
旋
状
の
視
野
が
あ
る
。

な
ぜ
、
精
神
的
な
問
題
で
、
こ
う
し
た
幾
何
学
的
な
視
野
が
現
れ
る
の
か
は
、
現
在
も
分

か
っ
て
い
な
い
。

「
心
因
性
視
覚
障
害
だ
と
Ｇ
Ｐ
（
注
２
）
の
前
か
ら
気
付
い
て
い
た
ん
で
す
ね
」

広
瀬
先
輩
は
顔
を
あ
げ
て
微ほ
ほ
え笑
む
と
、

「
ま
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
な
」
と
言
っ
た
。

　

先
輩
は
、
鉛
筆
を
青
鉛
筆
に
持
ち
替
え
て
プ
ロ
ッ
ト
を
結
ん
だ
。
用
紙
を
完
成
さ
せ
る

と
、
こ
ち
ら
に
向
き
な
お
り
座
っ
た
ま
ま
僕
を
じ
っ
と
見
て
い
た
。
僕
の
混
乱
が
収
ま
る

の
を
待
っ
て
い
る
み
た
い
で
も
あ
っ
た
。
僕
で
は
な
い
誰
か
を
見
て
い
る
よ
う
で
も
あ
っ

た
。
広
瀬
先
輩
は
、
少
し
だ
け
目
を
細
め
た
。

「
私
も
、
初
め
て
心
因
性
視
覚
障
害
を
見
た
と
き
は
、
そ
ん
な
顔
を
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う

な
」
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僕
は
な
に
も
言
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
Ｂ
答
え
を
求
め
て
、
広
瀬
先
輩
を
見
つ
め
て
い
た
。

先
輩
は
、
諦
め
た
か
の
よ
う
に
話
し
始
め
た
。

「
と
も
子
ち
ゃ
ん
が
検
査
室
に
入
っ
て
き
た
と
き
見
て
た
？
」

　

僕
は
記
憶
を
手
繰
り
、
部
屋
に
入
っ
て
き
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
と
も
子

ち
ゃ
ん
は
狭
い
機
材
の
間
を
通
っ
て
き
た
。
Ｃ
僕
は
目
を
見
開
い
た
。

「
そ
う
、
狭
い
と
こ
ろ
を
苦
も
な
く
歩
い
て
、
野
宮
君
の
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。
ひ
ど
く
視

力
が
低
下
し
て
い
る
子
の
で
き
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
視
力
検
査
の
結
果
と
、
あ
の
歩
き
方

は
合
致
し
な
い
。
そ
し
て
、
野
宮
君
が
持
っ
て
き
た
オ
ー
ト
レ
フ
（
注
３
）
の
ま
ば
ら
な

数
値
。
あ
の
く
ら
い
の
年
齢
の
子
供
だ
と
注
意
力
が
な
く
て
、
バ
ラ
バ
ラ
な
数
値
が
出
る

こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
あ
あ
い
う
数
字
の
出
方
で
も
う
一
つ
疑
っ
た
方
が
い
い
の
が
、
こ

の
心
因
性
視
覚
障
害
」

「
じ
ゃ
あ
診
察
前
、
オ
ー
ト
レ
フ
を
測
っ
た
と
き
に
心
因
性
視
覚
障
害
だ
っ
て
分
か
っ
て

し
ま
う
っ
て
こ
と
で
す
か
？
」

「
検
査
に
慣
れ
て
く
れ
ば
、
見
当
だ
け
は
つ
け
ら
れ
る
。
診
断
を
下
す
の
は
あ
く
ま
で
先

生
だ
け
れ
ど
、
見
当
を
つ
け
て
検
査
す
る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
な
デ
ー
タ
を
医
師
に
渡
す

こ
と
も
で
き
る
。
螺
旋
状
視
野
な
ん
て
予
測
し
て
計
測
し
な
い
と
、
絶
対
に
測
れ
な
い
か

ら
ね
」

　

僕
が
小
手
調
べ
だ
と
思
っ
て
い
た
最
初
の
瞬
間
に
、
広
瀬
先
輩
の
よ
う
な
視
能
訓
練
士

な
ら
、病
状
を
推
測
で
き
て
し
ま
う
の
だ
。
先
輩
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、少
な
く
と
も
『
見

当
を
つ
け
て
検
査
す
る
こ
と
』
は
で
き
る
。

　

確
か
に
そ
う
だ
。
通
常
の
Ｇ
Ｐ
の
方
法
で
は
、
螺
旋
状
視
野
を
検
出
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
螺
旋
状
視
野
を
、
Ｇ
Ｐ
で
計
測
し
書
き
あ
げ
る
た
め
に
は
、
心
因
性
視
覚
障
害
だ

と
見
当
を
つ
け
て
、
視
標
（
注
４
）
そ
の
も
の
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
広
瀬
先

輩
の
ア
ー
ム
の
動
き
は
、
螺
旋
状
視
野
を
計
測
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
。

「
で
も
、
検
査
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
こ
と
は
ま
だ
あ
る
」

「
な
ん
で
す
か
」

「
メ
ガ
ネ
と
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
だ
よ
。
ち
ゃ
ん
と
患
者
さ
ん
を
見
て
い
た
ね
」

と
、
先
輩
は
Ｄ
少
し
嬉う

れ

し
そ
う
に
言
っ
た
。
僕
は
わ
け
が
分
か
ら
ず
、
渋
い
顔
に
な
っ
た
。

広
瀬
先
輩
は
小
首
を
か
し
げ
て
、
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「
ま
だ
ピ
ン
と
き
て
い
な
い
の
か
な
」

と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
小
さ
く
咳せ
き

払
い
を
し
て
、「
じ
ゃ
あ
、ま
あ
い
い
や
」
と
言
っ
た
後
、

説
明
を
続
け
た
。

「
オ
ー
ト
レ
フ
か
ら
、
心
因
性
視
覚
障
害
と
見
当
を
つ
け
た
ら
、
視
力
検
査
で
や
っ
て
お

い
た
方
が
い
い
こ
と
が
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
を
今
か
ら
見
せ
て
あ
げ
る
よ
。
つ
い
て
き

て
」

　

そ
う
言
う
と
暗
室
を
出
て
、
視
力
検
査
を
す
る
た
め
の
椅
子
が
あ
る
場
所
ま
で
や
っ
て

き
た
。
僕
が
と
も
子
ち
ゃ
ん
を
呼
び
に
行
き
、
そ
の
椅
子
に
座
ら
せ
る
と
、
広
瀬
先
輩
は
、

「
も
う
一
回
だ
け
検
査
を
し
よ
」
と
言
っ
た
。

　

と
も
子
ち
ゃ
ん
は
広
瀬
先
輩
の
明
る
い
様
子
に
つ
ら
れ
て
頷う
な
ずい
た
。
裸
眼
で
の
視
力
を

計
測
し
た
後
、
検
眼
枠
を
か
け
て
矯
正
視
力
を
測
っ
た
。
結
果
は
先
ほ
ど
と
あ
ま
り
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
広
瀬
先
輩
は
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
の
前
に
し
ゃ
が
み
込
ん
で
、
語
り
か
け
た
。

「
い
ま
銀
色
の
枠
の
レ
ン
ズ
を
入
れ
た
で
し
ょ
。
見
え
る
？
」

　

広
瀬
先
輩
は
と
も
子
ち
ゃ
ん
の
左
目
の
枠
に
入
っ
て
い
た
レ
ン
ズ
を
一
度
右
手
で
取
り

出
し
て
確
認
さ
せ
た
。
そ
の
後
素
早
く
レ
ン
ズ
を
、
メ
ガ
ネ
に
戻
し
た
。

「
こ
の
レ
ン
ズ
で
は
見
え
に
く
い
み
た
い
だ
か
ら
、魔
法
の
レ
ン
ズ
を
入
れ
て
あ
げ
る
ね
。

よ
く
見
て
て
ね
」

　

広
瀬
先
輩
は
、
右
手
を
握
っ
た
ま
ま
二
回
振
っ
て
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
の
目
の
前
で
、
掌
て
の
ひ
ら

に
隠
し
て
い
た
レ
ン
ズ
を
二
枚
パ
ッ
と
広
げ
た
。
手
品
の
よ
う
に
手
の
中
か
ら
レ
ン
ズ
が

現
れ
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
は
目
を
丸
く
し
て
驚
い
て
い
た
。
僕
も
驚
い
た
。
広
瀬
先
輩
は
、

本
当
に
器
用
だ
。

「
こ
の
金
色
の
レ
ン
ズ
は
、
さ
っ
き
よ
り
も
よ
く
見
え
る
魔
法
の
レ
ン
ズ
。
こ
れ
で
検
査

を
さ
せ
て
ね
。
い
い
？
」

　

と
も
子
ち
ゃ
ん
は
目
を
輝
か
せ
て
頷
い
た
。
カ
チ
ッ
と
い
う
音
が
鳴
っ
た
後
、
先
輩
は

視
力
検
査
を
始
め
た
。
す
る
と
、
さ
っ
き
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
出
な
か
っ
た
矯
正
視
力
が

グ
ン
グ
ン
あ
が
り
、
つ
い
に
は
１
・
０
ま
で
見
え
た
。
ま
さ
に
魔
法
の
レ
ン
ズ
だ
。
検
査

終
了
後
、
広
瀬
先
輩
は
と
も
子
ち
ゃ
ん
に
、

「
す
ご
く
、
よ
く
見
え
た
で
し
ょ
？
」

と
声
を
掛
け
た
。
と
も
子
ち
ゃ
ん
も
笑
顔
で
頷
い
た
。
僕
が
き
ょ
と
ん
と
し
て
見
て
い
る
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と
、
先
輩
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
近
づ
い
て
き
た
。

「
子
供
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
、そ
ん
な
不
思
議
そ
う
な
顔
し
な
い
。
あ
れ
く
ら
い
の
手
品
、

誰
だ
っ
て
で
き
る
よ
」

「
手
品
も
す
ご
い
で
す
け
ど
、
ど
う
や
っ
て
矯
正
視
力
出
し
た
ん
で
す
か
？　

ど
れ
く
ら

い
の
度
数
の
レ
ン
ズ
を
入
れ
た
ん
で
す
か
」

「
あ
れ
。
そ
っ
ち
か
。
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
の
。
あ
れ
、
ゼ
ロ
だ
よ
」

「
ゼ
ロ
？
」

「
そ
う
。
な
に
も
入
っ
て
い
な
い
状
態
に
し
た
の
。
要
は
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
の
裸
眼
視
力

そ
の
ま
ま
。
マ
イ
ナ
ス
５
の
レ
ン
ズ
に
プ
ラ
ス
５
の
レ
ン
ズ
を
入
れ
て
打
ち
消
し
た
の
。

ト
リ
ッ
ク
法
だ
よ
」

　

傍は
た

か
ら
見
て
い
た
僕
も
特
殊
な
レ
ン
ズ
を
入
れ
た
の
だ
と
信
じ
て
し
ま
っ
た
。

「
魔
法
の
レ
ン
ズ
の
せ
い
で
見
え
る
と
思
い
込
ま
せ
た
ん
で
す
ね
」

「
学
校
の
授
業
、
思
い
出
し
た
？　

心
因
性
視
覚
障
害
の
子
の
視
力
を
出
す
た
め
の
検
査

方
法
。
心
因
性
視
覚
障
害
を
持
っ
て
い
る
子
は
、
見
た
い
と
望
む
も
の
は
、
し
っ
か
り
と

見
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
逆
も
ま
た
し
か
り
。
苦
手
な
授
業
だ
と
黒
板
の
文
字
は
見
え

な
い
け
ど
、
読
み
た
い
漫
画
は
読
め
る
と
か
ね
。
と
も
子
ち
ゃ
ん
は
、
野
宮
君
の
名
前
を

見
た
い
と
思
っ
た
か
ら
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
読
め
た
。
患
者
さ
ん
と
、
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る
と
、
思
わ
ぬ
ヒ
ン
ト
を
も
ら
え
る
と
き
も
あ
る
」

　

僕
は
何
度
も
頷
い
た
。
本
当
に
手
品
ま
で
使
っ
て
ト
リ
ッ
ク
法
を
行
う
と
は
思
わ
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
は
、
魔
法
の
レ
ン
ズ
を
信
じ
た
か
ら
視
力
が
出
た
の
だ
。

不
可
能
を
可
能
に
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、
本
当
に
魔
法
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
さ
て
、
じ
ゃ
あ
、
北
見
先
生
の
診
断
を
聞
き
に
行
き
ま
し
ょ
う
」

　

広
瀬
先
輩
は
微
笑
む
と
検
査
の
結
果
を
渡
し
た
。
僕
は
、
コ
ク
リ
と
頷
き
、
北
見
先
生

の
も
と
に
向
か
っ
た
。Ｅ
僕
は
自
分
の
胸
が
小
さ
く
高
鳴
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

そ
の
記
載
さ
れ
た
数
字
と
図
形
の
中
に
、
本
物
の
視
能
訓
練
士
の
技
量
を
感
じ
て
い
た
。

　

と
も
子
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
診
察
室
に
入
り
、
Ｆ
北
見
先
生
の
説
明
は
始

ま
っ
た
。
お
母
さ
ん
は
、
濃
い
疲
労
の
色
を
浮
か
べ
て
、
顔
色
も
青
白
く
な
っ
て
い
た
。

北
見
先
生
の
次
の
言
葉
に
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
く
ら
い
驚
い
た
。
北
見
先
生
は
、
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「
問
題
な
い
で
す
」

と
、
言
っ
た
。
お
母
さ
ん
の
目
に
熱
が
こ
も
っ
て
い
く
の
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
は
怒
り
な

の
か
困
惑
な
の
か
安あ
ん
ど堵
な
の
か
分
か
ら
な
い
。も
し
か
す
る
と
そ
の
全
部
か
も
し
れ
な
い
。

先
生
は
、
説
明
を
続
け
た
。

「
目
、
そ
の
も
の
に
器
質
的
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
因
性
視
覚
障
害
と
い
う
病
気
な

の
で
す
が
、
大
丈
夫
、
ち
ゃ
ん
と
治
り
ま
す
よ
」

と
、
北
見
先
生
は
二
人
に
穏
や
か
な
声
を
掛
け
た
。
お
母
さ
ん
は
、
北
見
先
生
の
方
に
身

を
乗
り
出
し
て
詰
め
寄
っ
た
。

「
何
が
原
因
で
こ
ん
な
状
態
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。娘
の
目
は
見
え
に
く
い
ん
で
す
よ
。

問
題
な
い
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
」

　

北
見
先
生
は
穏
や
か
に
首
を
振
っ
た
。

「
原
因
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
、

は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
心
因
性
視
覚
障
害
で
失
明
す
る
子
は
い
ま
せ

ん
。
気
付
く
と
自
然
と
治
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
見
え
な
い
と
噓
を
言
っ
て

い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
は
本
当
に
見
え
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
慌
て

ず
様
子
を
見
て
、
い
つ
も
通
り
接
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ふ
と
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
治
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

　

北
見
先
生
が
そ
う
言
う
と
、
お
母
さ
ん
は
暗
い
表
情
で
話
し
始
め
た
。

「
な
に
か
私
に
問
題
が
あ
る
の
で
す
か
。
私
の
仕
事
の
こ
と
を
訊た
ず

ね
ら
れ
ま
し
た
け
ど
。

私
が
と
も
子
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
い
る
と
か
。
と
も
子
に
と
っ
て
良
く
な
い
こ
と
を
し

て
し
ま
っ
て
い
た
の
か
も
と
…
…
。
私
の
せ
い
で
心
因
性
視
覚
障
害
を
患
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？　

私
が
厳
し
く
す
る
の
が
原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
」

　

お
母
さ
ん
は
声
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
言
っ
た
。
言
葉
そ
の
も
の
が
痛
々
し
く
自
分
を
責

め
て
い
る
1
よ
う
︴
︴
だ
っ
た
。
北
見
先
生
は
、お
母
さ
ん
を
落
ち
着
か
せ
る
よ
う
に
首
を
振
っ

た
。

「
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
よ
」

　

北
見
先
生
は
そ
う
言
う
と
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
を
見
て
、
顔
を
近
づ
け
て
、

「
と
も
子
ち
ゃ
ん
、
先
生
の
メ
ガ
ネ
ど
う
か
な
」
と
、
訊
ね
た
。

　

と
も
子
ち
ゃ
ん
は
、
じ
っ
と
先
生
の
丸
い
メ
ガ
ネ
を
見
て
、
首
を
横
に
振
っ
た
。
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「
じ
ゃ
あ
、
お
母
さ
ん
の
メ
ガ
ネ
は
？
」

　

と
も
子
ち
ゃ
ん
は
目
を
輝
か
せ
た
。
質
問
そ
の
も
の
が
、
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。

「
ど
う
し
た
の
か
な
。
先
生
に
教
え
て
く
れ
る
か
な
？
」

　

と
も
子
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん
の
方
を
チ
ラ
ッ
と
見
た
。
そ
れ
か
ら
大
き
な
秘
密
を
打

ち
明
け
る
と
き
の
2
よ
う
︴
︴
に
、

「
先
生
、
あ
の
ね
」

と
、
北
見
先
生
の
方
へ
近
づ
き
、
小
さ
な
手
で
可か
わ
い愛
い
輪
を
作
り
耳
打
ち
を
し
3
よ
う
︴
︴
と

し
た
。
北
見
先
生
は
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
の
方
へ
耳
を
近
づ
け
た
。
と
も
子
ち
ゃ
ん
が
な
に

か
を
呟つ
ぶ
やく
と
、
先
生
は
、
微
笑
ん
だ
。「
な
る
ほ
ど
ね
」
と
「
や
っ
ぱ
り
ね
」
が
混
じ
っ

た
嬉
し
そ
う
な
顔
だ
っ
た
。

　

な
に
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
遠
目
で
見
て
い
る
僕
ら
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
お
母

さ
ん
も
心
配
そ
う
に
二
人
を
見
た
。
と
も
子
ち
ゃ
ん
と
北
見
先
生
だ
け
が
微
笑
ん
で
い
る
。

北
見
先
生
は
説
明
を
始
め
た
。

「
お
母
さ
ん
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
よ
」

「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
」

「
と
も
子
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
お
洒し
ゃ
れ落
な
メ
ガ
ネ
が
掛
け
た
い
そ
う
で

す
。
仕
事
が
で
き
る
お
母
さ
ん
の
4
よ
う
︴
︴
に
な
っ
て
、
早
く
お
母
さ
ん
を
助
け
て
あ
げ
た

い
そ
う
で
す
。
こ
れ
が
原
因
じ
ゃ
な
い
か
な
？　

大
丈
夫
。
き
っ
と
良
く
な
り
ま
す
。
心

配
は
無
用
。
明
る
く
接
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
も
子
ち
ゃ
ん
の
頭
を
撫な

で
た
。
ポ
カ
ン
と
し
て
い
る
お
母
さ
ん

に
、
北
見
先
生
は
も
う
一
度
視
線
を
合
わ
せ
て
、

「
大
丈
夫
」

と
、は
っ
き
り
と
言
っ
た
。
お
母
さ
ん
は
ハ
ッ
と
し
た
5
よ
う
︴
︴
に
、と
も
子
ち
ゃ
ん
を
見
た
。

瞳
は
こ
れ
ま
で
で
一
番
熱
く
な
り
、
頰
も
耳
た
ぶ
も
真
っ
赤
に
染
ま
っ
て
い
る
。
と
も
子

ち
ゃ
ん
は
照
れ
く
さ
そ
う
で
、
そ
れ
で
い
て
、
と
て
も
満
足
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
。

　
Ｇ
お
母
さ
ん
と
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
の
目
が
合
っ
た
と
き
、
つ
い
に
お
母
さ
ん
の
瞳
か
ら

涙
が
零こ

ぼ

れ
た
。「
良
か
っ
た
」
そ
れ
は
小
さ
な
言
葉
だ
っ
た
け
れ
ど
、
彼
女
の
本
当
の
声

だ
っ
た
。（�

Ｘ 

）
女
性
の
声
で
は
な
く
て
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
を
想
う
優
し
い
声
だ
っ
た
。

　

お
母
さ
ん
は
、
ハ
ン
カ
チ
で
涙
を
拭
い
た
後
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
を
撫
で
、
深
々
と
頭
を
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下
げ
た
。
僕
は
「
大
丈
夫
」
と
い
う
言
葉
の
力
を
感
じ
て
い
た
。
診
察
室
は
、
い
つ
も
よ

り
白
く
明
る
く
見
え
た
。

（
砥と
が
み上
裕ひ
ろ
ま
さ將
『
７
・５
グ
ラ
ム
の
奇
跡
』
に
よ
る
）

注
１　

視
能�
訓
練
士
…
眼
科
医
療
に
関
わ
る
専
門
的
な
機
器
を
使
い
、
医
師
の
指
示
の
も
と
検
査
や
視

機
能
に
関
す
る
訓
練
を
担
当
す
る
専
門
技
師
。

注
２　

Ｇ
Ｐ�

…
視
野
を
測
る
検
査
。
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
視
野
計
（Goldm

ann�Perim
eter

）
を
用
い
て
片

目
ず
つ
、
光
が
見
え
る
範
囲
を
測
定
す
る
。
視
野
は
、
盲
目
の
海
に
ぽ
つ
ん
と
一
つ
浮
か

ぶ
孤
島
に
例
え
ら
れ
、
そ
の
島
の
輪
郭
＝
視
野
を
測
定
す
る
も
の
。
し
か
し
「
僕
」
は
と

も
子
ち
ゃ
ん
の
視
野
を
測
定
で
き
な
か
っ
た
。

注
３　

オ
ー�

ト
レ
フ
…
こ
こ
で
は
、
光
を
瞳
孔
か
ら
網
膜
に
当
て
、
反
射
し
て
く
る
光
か
ら
眼め

の
屈
折

力
を
測
定
し
た
り
、
ま
た
、
角
膜
の
表
面
に
光
を
当
て
て
、
角
膜
の
曲
率
半
径
を
測
定
し

た
り
す
る
機
器
を
い
う
。

注
４　

視
標�

…
視
力
検
査
で
用
い
る
目
印
。
視
標
を
判
別
し
た
被
験
者
の
反
応
か
ら
、
見
え
て
い
る
か

ど
う
か
を
測
定
す
る
。

問
１�　

文
章
中
の
波
線
部
1
～
5
の
中
に
一
つ
だ
け
他
と
異
な
る
も
の

︴
︴
︴
︴
︴
︴
︴
が
あ
る
。
そ

れ
は
ど
れ
か
一
つ
選
べ
。
解
答
欄
は
、

ア

�

問
２�　

傍
線
部
Ａ
「
彼
女
の
瞳
の
中
の
幻
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
最
も
適
切
な
も

の
を
、
1
～
4
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
欄
は
、

イ

1�　

肉
眼
で
は
見
え
な
い
が
検
査
で
見
え
る
よ
う
に
で
き
る
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
の
瞳

の
中
に
あ
る
可
視
機
能
の
あ
る
部
分
の
形
の
こ
と
。

2�　

丁
寧
に
話
を
聞
き
な
が
ら
計
測
す
る
こ
と
で
見
え
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
、

幼
い
と
も
子
ち
ゃ
ん
の
心
の
中
に
あ
る
不
満
の
形
。
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3�　

見
え
た
と
こ
ろ
を
用
紙
に
記
録
し
線
で
結
ん
で
出
来
た
図
形
の
こ
と
で
、
目
に

見
え
な
い
と
も
子
ち
ゃ
ん
の
視
野
を
可
視
化
し
た
も
の
。

4�　
「
僕
」
に
は
ど
う
し
て
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
広
瀬
先
輩
は
見
つ
け
ら

れ
た
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
の
黒
目
の
中
の
模
様
。

問
３�　

傍
線
部
Ｂ
「
答
え
」
と
あ
る
が
、ど
う
い
う
「
問
い
」
に
対
す
る
「
答
え
」
か
。「
問

い
」
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
1
～
4
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
欄
は
、

ウ

1�　

と
も
子
ち
ゃ
ん
は
、
な
ぜ
「
心
因
性
視
覚
障
害
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

2�　

広
瀬
先
輩
は
ど
う
し
て
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
の
検
査
を
「
僕
」
に
さ
せ
て
く
れ
な

い
の
か
。

3�　

と
も
子
ち
ゃ
ん
が
「
心
因
性
視
覚
障
害
」
だ
と
い
う
広
瀬
先
輩
の
見
方
は
正
し

い
の
か
。

4�　

広
瀬
先
輩
は
、
ど
う
し
て
検
査
前
か
ら
「
心
因
性
視
覚
障
害
」
だ
と
気
付
け
た

の
か
。

問
４�　

傍
線
部
Ｃ
「
僕
は
目
を
見
開
い
た
」
は
、「
僕
」
の
ど
う
い
う
状
態
を
表
現
し
て

い
る
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
1
～
4
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
欄
は
、

エ

1　

し
っ
か
り
見
よ
う
と
す
る
様
子
。

2　

何
か
に
気
づ
い
た
様
子
。

3　

驚
き
あ
き
れ
た
様
子
。

4　

自
覚
を
新
た
に
し
た
様
子
。
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問
５�　

傍
線
部
Ｄ「
少
し
嬉
し
そ
う
に
」と
あ
る
が
、ど
う
し
て
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、

1
～
4
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
欄
は
、

オ

1�　

野
宮
が
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
よ
く
見
て
得
た
、
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
を
読
め
た
こ
と
や
メ
ガ
ネ
に
関
心
が
あ
る
と
い
う
情
報
が
、
検
査
の
ヒ
ン

ト
に
な
る
か
ら
。

2�　

野
宮
が
、
オ
ー
ト
レ
フ
の
結
果
が
ま
ば
ら
な
数
値
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
正
直

に
報
告
し
、
真
剣
に
自
分
か
ら
学
ぼ
う
と
い
う
初
々
し
い
姿
勢
を
見
せ
た
か
ら
。

3�　

心
因
性
視
覚
障
害
だ
と
予
測
も
で
き
ず
、
き
ち
ん
と
検
査
も
で
き
な
か
っ
た
野

宮
に
対
し
て
、
先
輩
と
し
て
圧
倒
的
な
実
力
差
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。

4�　

ち
ゃ
ん
と
患
者
を
観
察
し
て
気
づ
い
た
メ
ガ
ネ
や
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
こ
と

を
、
検
査
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
な
い
野
宮
が
、
新
米
だ
っ
た
頃
の
自
分
と
重

な
っ
た
か
ら
。

問
６�　

傍
線
部
Ｅ
「
僕
は
自
分
の
胸
が
小
さ
く
高
鳴
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
」
と

き
の
「
僕
」
の
気
持
ち
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
1
～

4
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
欄
は
、

カ

1�　

頑
張
っ
て
技
量
を
身
に
つ
け
本
物
の
視
能
訓
練
士
に
な
れ
ば
、
難
し
い
検
査
も

可
能
に
な
り
、
よ
り
正
確
な
デ
ー
タ
を
医
師
に
手
渡
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ

く
わ
く
し
た
気
持
ち
。

2�　

無
理
か
と
思
っ
た
検
査
が
広
瀬
先
輩
の
お
か
げ
で
ち
ゃ
ん
と
出
来
た
う
え
に
、

視
力
検
査
ま
で
で
き
た
こ
と
で
、
患
者
に
迷
惑
を
か
け
ず
に
済
ん
だ
と
ほ
っ
と
す

る
気
持
ち
。

3�　

難
し
く
て
自
分
が
手
こ
ず
っ
た
検
査
が
や
っ
と
終
わ
り
、
そ
の
理
由
も
広
瀬
先

輩
が
正
し
い
か
ど
う
か
も
、
医
師
の
診
断
に
よ
っ
て
つ
い
に
明
ら
か
に
な
る
と
期

待
す
る
気
持
ち
。

4�　

非
常
に
難
し
い
検
査
だ
っ
た
が
広
瀬
先
輩
に
褒
め
ら
れ
て
少
し
自
信
が
つ
き
、
医

師
に
も
堂
々
と
結
果
を
渡
せ
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
達
成
感
に
よ
る
弾
む
気
持
ち
。
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問
７�　

傍
線
部
Ｆ
「
北
見
先
生
」
は
ど
ん
な
医
師
だ
と
い
え
る
か
。
当
て
は
ま
ら
な
い
も

︴
︴
︴
︴
︴
︴
︴
︴

の︴
を
、
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
欄
は
、

キ

1　

粘
り
強
く
話
を
聞
き
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う
と
す
る
医
師
。

2　

子
供
の
目
線
で
考
え
、
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
医
師
。

3　

温
厚
で
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
人
に
接
す
る
医
師
。

4　

使
命
感
が
強
く
、
治
療
の
た
め
な
ら
何
で
も
す
る
医
師
。

5　

ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
に
信
頼
を
置
い
て
判
断
す
る
医
師
。

問
８�　

傍
線
部
Ｇ
「
お
母
さ
ん
と
、
と
も
子
ち
ゃ
ん
の
目
が
合
っ
た
と
き
、
つ
い
に
お
母

さ
ん
の
瞳
か
ら
涙
が
零
れ
た
」
と
あ
る
が
、
ど
う
し
て
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、

1
～
4
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
欄
は
、

ク

1�　

と
も
子
ち
ゃ
ん
が
見
え
な
く
な
っ
た
原
因
が
、
間
接
的
で
は
あ
っ
て
も
自
分

に
あ
る
と
知
っ
て
、
責
任
を
感
じ
て
申
し
訳
な
く
思
っ
た
か
ら
。

2�　
「
お
母
さ
ん
」
が
好
き
だ
と
い
う
と
も
子
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
を
実
感
す
る
と
と

も
に
、
回
復
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
て
安
心
し
た
か
ら
。

3�　

そ
れ
ま
で
我
が
子
を
見
る
こ
と
な
く
病
気
ば
か
り
を
気
に
し
て
き
た
の
が
、

そ
れ
で
は
い
け
な
い
と
気
づ
か
さ
れ
て
情
け
な
く
な
っ
た
か
ら
。

4�　

目
そ
の
も
の
に
器
質
的
な
問
題
が
あ
る
わ
け
で
な
い
か
ら
治
療
の
必
要
は
な

い
と
言
わ
れ
て
、
も
う
病
院
通
い
を
さ
せ
な
く
て
も
よ
い
と
ほ
っ
と
し
た
か
ら
。

〔
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〕



―　　―34

問
９�　

文
章
中
の
空
欄
（�

Ｘ�

）
に
あ
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
言
葉
は
ど
れ
か
。
1
～

5
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
欄
は
、

ケ

1　

自
分
勝
手
で
感
情
の
起
伏
が
激
し
い

2　

疲
れ
切
っ
て
人
の
言
葉
が
耳
に
届
か
な
い

3　

一
生
懸
命
な
あ
ま
り
他
人
を
許
す
こ
と
が
で
き
な
い

4　

強
気
を
装
っ
て
頑
張
り
す
ぎ
て
い
る

5　

子
供
に
振
り
回
さ
れ
て
う
ん
ざ
り
し
て
い
る

〔
基
礎
学
力
テ
ス
ト
の
問
題
は
以
上
で
す
。〕




